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報道の現場から見た科学界

科学記者の使命は、人類共通の“知”であ
る科学技術の成果をすばやくかつ分かりや
すく、正確に報道することです。新しい知が
生まれた現場に向かい、研究者や技術者の
話を聞き、新聞記事に仕立てて社会へ発
信する――この一連の取材の過程は驚きと
感動の連続です。ダイナミックに動く知の現
場は刺激的であり、仕事は生きた学びの場
です。次代へ継承する知をつむぐプロセス
の一端を担っているとの意識が、働く原動
力につながります。「今、科学技術の何を伝
えるべきか」と日々、自問自答しながら仕事
をしています。

大学でははじめ数学を志していました。しか
し、数式を使って自然を鮮やかに記述する
学問の美しさに惹かれて、入学後に物理学
専攻に進みます。その後も、生命科学や脳
科学、宇宙、医療、環境分野などに興味が
広がってしまい、肝心の物理学の成績は
散々でした。研究者になるのは絶望的だった
ので、科学全般を扱える仕事に就こうと考
えるようになりました。無機的な科学ではな
く、研究の現場で起こるドラマや、研究者
の素顔をのぞいてみたいという気持ちで、
科学ジャーナリズムの世界に足を踏み入れ
ました。

いわゆる「文系」出身者が社会のリーダーの
大半を担う日本では、「理系」のキャリアパ
スの幅が狭いと言わざるを得ません。これは
世界と大きく異なる点です。特に博士号取
得者の活躍の場を広げ、科学技術創造立
国ニッポンを活性化する人材に育てる必要
があります。自分の興味ある分野を究めると
ともに、世の中との接点を常に意識し、社会
を変革するリーダーをぜひ目指してください。
現代社会で科学の知識は教養の一つです。
｢理系｣であることに縛られず、柔軟な発想で
職業観を養って欲しいですね。
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仕事の内容と醍醐味 進路決定のきっかけ

仕事と生活とのバランス 進路選択に対してのメッセージ

藤木信穂 （日刊工業新聞社科学技術部　記者）

記者の勤務時間はあってないようなもので、
仕事場を離れても常にアンテナを張り巡ら
せておくことが必要です。その点では研究者
と似ていますね。ですから、生活とのバラン
スがきっちりと取れているとは言えないかもし
れません。しかし、多くの人と出会い、見聞
を広めることは人生の喜びであり、生きる糧
となります。仕事を通じて自分の世界を広げ
られる今の状況は大変幸せだと思っていま
す。常に取材テーマを持って、仕事を生活
の一部として楽しみながら、ライフワークとし
て取り組みたいと考えています。
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日本女子大学附属高等学校の専任教諭と
して物理を教えています。多くのことを吸収
できる多感な高校生の時間は貴重です。こ
の時間を預かって授業をするのは、非常に
責任の重いことですが、この時間を高校生
の将来に良い影響を与えることができるチャ
ンスとして生かすこともできるはずです。いか
にして、個々の生徒の人生に有意義な時間
を提供するか、試行錯誤することが私のやり
がいとなっています。

大学院、国の研究機関で、医療を対象とした
応用研究に携わっていました。学会活動などの
経験を通して、理系の職種に従事している女
性は少ないけれども、女性の人材は必要とされ
ていることを強く感じました。また、研究職とは
理系のセンスがあるごく一握りの人だけが取り
組めるものと思われがちですが、理系のセンス
はほどほどでも、粘り強く取り組むことで、価値
のある研究が行えることを、自身の研究経験を
通して知りました。これらのことを、多くの学生、
特に女子学生に伝えることは、自分にしかでき
ない重要な使命のように感じ、現職である高校
の物理教諭になりました。

自分の将来像が明確になっていないときに、理系
進学か文系進学かを決めなくてはいけない状態に
陥る人が多いと思います。そして、多くの人が理系
教科に対する嫌悪感から、早々に文系進学に決
め、理系教科の勉強を止めてしまいます。しかし、
慌てないで下さい。可能な限り長く理系教科の勉
強を続けていてほしいと思います。なぜなら、もう少
し辛抱強く続けていれば、理系教科を嫌いではなく
なる可能性が大いにあるからです。理系教科は、細
かい決まりごとが多い上に基礎固めに時間をかけ
るため、面白さがわかるようになるまでに時間と根
気を必要とします。また、世の中が科学技術の進
展を担える人材を強く求めていることも、早々に文
系進学を決めないでほしい理由の一つです。世の
中の役に立っていることがわかりやすい仕事は、や
りがいをもって取り組める仕事でもあるはずです。

仕事のやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と家庭とのバランス
進路選択に対してのメッセージ

仕事で疲れたときには、子どもと触れあうこ
とで疲れを癒すことができます。中でも子ど
もの笑顔を見ると、肩に溜まった仕事の緊
張感が、すーっと抜けていく感じがします。ま
た、三人三様の子どもの要求に一日つき合
い、うんざりした日の夜には、パソコンにむか
って落ち着いて物事を考えることでリフレッシ
ュできます。このように、仕事を育児の、育
児を仕事の息抜きにうまく利用することで、
忙しくても精神的にはゆとりを持って生活す
ることができています。

理系への勧め
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